
東京水道国際展開ミッション団（マレーシア）について 

猪瀬副知事出張報告 

Tokyo delegation for overseas waterworks development to Malaysia 

 

平成 22 年 9 月 7 日 

■ 出張の目的 

 

○ 東京水道国際展開ミッション団※ の団長として、東京水道の技術・ノウハウ

を直接政府高官に対してアピールし、ビジネスニーズの掘り起こしを行う。 

また、水道施設を視察することで、現地水道事業の実情把握を行う。 

 

○ 石原知事からの親書をマレーシア政府に届け、マレーシア政府との友好関係

をより一層深める。 

 

※ 東京水道国際展開ミッション団は、世界的な水問題への対応など、我が国の技術に

対する期待が高まるなか、民間ベースでのビジネス展開が求められていることを踏

まえ、水道局所管の出資法人である東京水道サービス株式会社を活用した「国際貢

献ビジネス」の取組の一環。 

相手国のニーズ・実情の把握と、東京水道の技術・ノウハウなどのアピール及びビ

ジネスベースでのニーズの掘り起こしを目指すため、2010 年はインド、インドネシ

ア共和国、ベトナム社会主義共和国、マレーシア、モルディブ共和国の５カ国への

派遣を予定。 

 

→ 報道発表資料「国際貢献の新たな取組～東京水道国際展開ミッション団の派遣国 

決定について～」（別紙参照） 

 

○ 出張期間    平成２２年８月２６日（木）から８月２８日（土）まで 

 

（東京都は、猪瀬副知事、水道局長ほか  計７名 

東京水道サービス㈱は、取締役副社長ほか計３名） 

計１０名 

うち５名は９月４日（土）までミッションを継続 
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→ 報道発表資料「東京水道国際展開ミッション団のマレーシアへの派遣について」 

（別紙参照） 

 

○ 日  程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日付
曜日

日本時間 現地時間
渡航先国
訪問地名

日程概要
訪問先

8/26 10:30 成田国際空港発

（木） (17:45) 16:45 クアラルンプール

　国際空港着

(20:00) 19:00 クアラルンプール ・在マレーシア日本大使館

　堀江大使との面談

（クアラルンプール泊）

8/27 (9:15) 8:15 クアラルンプール ・ホテル出発

（金） (10:00) 9:00 プトラジャヤ ・エネルギー・環境技術・水省次官との面談

　（ﾙｰ・ﾄｩｯｸ・ｼﾞｰ次官）(SPAN ﾃｵ・ｲｪﾝ・ﾌｧCEO同席)

(12:00) 11:00 ・連邦直轄区省へ表敬訪問

　（ｻﾏｽﾃﾞｨﾝ・ｵｽﾏﾝ総裁との面談）

(13:00) 12:00 ・首相府PPP Unit（3PU）長官との面談

　（ｱﾘ・ﾌｧﾑｻ長官）

(14:50) 13:50 ・現地視察

　【一般家庭宅の水道事情を視察】

(16:00) 15:00 セランゴール州 ・現地視察

　【パハン・セランゴール導水事業】

(16:00) 15:00 　ランガット事務所

(16:50) 15:50 　ランガット坑口（Adit No.4）

(24:30) 23:30 クアラルンプール

　国際空港発

翌7:40 成田国際空港着

※日本とマレーシアの時差：１時間 ※SPAN：国立水委員会  

マレーシア ※ は今回のミッションでの訪問地 

プトラジャヤ 

パハン・セランゴール導水事業 
（ランガット） 
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マレーシアミッション団の主な行動 

 

８月２６日（木）ＰＭ１９：００～ 

 

■ 堀江大使との面談 

 （在マレーシア日本大使館 ―クアラルンプール） 

 

大使公邸にて、堀江マレーシア特命全権

大使と面談。 

今回のミッション団の目的等を説明す

るとともに、堀江大使より、マレーシアに

おける水道事業情勢等についてレクチャ

ーを受け、翌日のマレーシア国政府高官と

の会談に備えた。 

 

 

 

８月２７日（金） 

 

■ エネルギー・環境技術・水省 ルー・トゥック・ジー次官、 

ＳＰＡＮ（国立水委員会） テオ・イェン・ファＣＥＯと面談 

（エネルギー・環境技術・水省 ―プトラジャヤ） ＡＭ９：００～ 

 

 

エネルギー・環境技術・水省会議室にお

いて、同省のルー次官、及びＳＰＡＮ※の

テオＣＥＯと面談。 

石原知事から、ピーター・チン エネルギ

ー・環境技術・水大臣へ宛てた親書を手渡

し、マレーシアと東京の関係をより深める

ための一助とした。 

 

 

▲堀江大使との面談 

▲知事からの親書をルー次官へ手渡す 

 



また、上下水道一体となった料金徴収や

環境にも配慮した水運用など、東京水道の

強みを具体的に訴え、マレーシア国のイン

フラ整備に協力を申し出た。 

 

※ 国立水委員会（ＳＰＡＮ）は、エネルギー・

環境技術・水省の定めた方針を受け、水道

産業の効率改善（無収水対策等）を実施す

る組織。 

下水処理基準の設定を通じた河川の水質

管理も実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲東京水をＰＲ 

 

▲ルー次官との面談 

 

 



■ 連邦直轄区省へ表敬訪問 

プトラジャヤ開発公社 サマスディン・オスマン総裁との面談 

（連邦直轄区省 ―プトラジャヤ） ＡＭ１１：００～ 

 

 

連邦直轄区省にて、プトラジャヤ開発公社のオスマン総裁を表敬。同省担当

者より、行政新首都プトラジャヤの都市計画などについて説明を受けるととも

に、同市へ送水する浄水場などについて質疑を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 首相府ＰＰＰ Ｕｎｉｔ（３ＰＵ） アリ・ファムサ長官 

との面談 

（首相府 ―プトラジャヤ） ＰＭ１２：００～ 

 

 

首相府にて、マレーシアにおける官民連

携を所掌する部署である PPP Unit(3PU)の

アリ・ファムサ長官と面談。 

PPP Unit 側からは、3PU の役割やマレー

シアの水道・下水道事業の実情について説

明を受けた。 

 

 

 

 

 
▲オスマン総裁との面談 

 
▲水道施設についての質疑応答 

 

▲首相府での面談の様子 



今回のミッションの目的を伝え、マレー

シアの中期経済開発計画である、「第 10 次

マレーシアプラン」の達成に対し、東京は

上下水道の分野で協力できることを表明。 

 

※ 第 10 次マレーシアプランは、2011 年から

2015 年の中期経済開発計画。料金体系の再

構築など、水道事業に関する改善目標も定

められている。（別紙参照） 

 

 

■ 現場視察 

 

○ 一般家庭宅の水道事情を視察 

（現地一般家庭宅 ―セランゴール州内） ＰＭ１３：５０～ 

 

 

プトラジャヤ近郊の一般家庭宅を訪問。マレーシアのふつうの家の水道がど

うなっているのか、住民の方から話を伺うとともに、実際の状況を見学。 

 

「住民の方のコメント」 

z 水道管から引き入れた水を、私設の浄水器を通し使用している。 

z 浄水器は２つあり、炊事や洗い物用と飲料用。 

z フィルターの交換費用もばかにならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
▲家庭用浄水器の状態を確認 ▲住民の方から水道事情を伺う 

 

▲取材を受ける副知事 

kokusai_100915_2.pdf


○ パハン・セランゴール導水事業サイトを視察 

（現地事務所及び坑口 ―セランゴール州） ＰＭ１５：００～ 

 

 

 現在、日本のＯＤＡで開発を進めている、

パハン‐セランゴール導水事業のサイト

を視察。 

同事業は、マレーシア北部のパハン州か

ら、経済発展や人口増加による水不足が懸

念されている首都圏（セランゴール州）ま

で原水を導水するトンネルを築造するも

の。 

トンネルの最終的な延長は４５ｋｍにも 

及び、プロジェクト総額 1,200 億円のうち、 

820 億円を円借款で賄っている。 

 

z ランガット事務所 

工事を受注している日本企業の担当者より、セランゴール州の水事情、

導水事業の目的、工事の概要説明を受ける。 

z ランガット坑口（Adit.No.4） 

現在工事が進行している導水トンネル内部を視察。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲工事の概要説明を受ける 

▲ランガット坑口前で説明を受ける 

▲導水トンネル内部を視察 



■ ミッションを通して 

 

○ 今回のミッションで、経済成長が著しいマレーシアでは水事業へのニーズが

高まっていることを改めて認識した。 

 

○ ルー・トゥック・ジー次官からも、「東京都が持つ最先端の技術について、

ぜひ学んでいきたい」との発言をいただき、マレーシアにおける国際貢献ビ

ジネスの展開を、次のステップへとつなげていける手応えを感じている。 

 

○ また、マレーシアの水道事業に実際に接することで、現地を訪れなければわ

からない貴重な情報を得ることができたこと、そして東京水道の強みを活か

した貢献が十分可能であることを実感できたことも今回のミッションの大

きな成果。 

 

○ 現在、水道局で進めている水ビジネスの取組は、単なるビジネス以上の意味

を持っているとの使命感を抱きながら、今後もマレーシアに対して、東京水

道の技術・ノウハウを提供し、マレーシアと都の関係を、より一層密なもの

にしていきたい。 

 

○ 最後に、本ミッションを通して、快く会談や視察に応じていただいたマレー

シアの方々に、深い謝意を表する。 

 


